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論文審査の要旨（400字以内） 

 

本研究は新規抗うつ薬の一つであるミルタザピン単剤治療における有効性と

その予測因子について検討した最初の研究である。結果として、治療前の抑う

つ症状のうち、自責感がないことと制止症状があることがミルタザピンの有

効性を予測する因子であることが実証された。 

ミルタザピンはシナプス前膜にあるα2 受容体に対してアンタゴニストとし

て作用してノルアドレナリンとセロトニン（5-HT）の神経伝達を増強し、ま

た 5-HT1A 受容体のみを特異的に活性化することで抗うつ効果を発揮する。

このような作用プロフィールを有する抗うつ薬がうつ病のどの症状に有効で

あるかを検討することは、うつ病のサブタイプを同定するための有力なエビ

デンスとなる。 

論文として研究目的、研究方法、結果が明確に呈示されており、統計的解析も

適切に行われた。考察でも本研究の限界、将来への展望が明記されており、学

位に十分に値する論文と思われる。 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課

へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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